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の使用について

の使用について

武富　敬*,川崎　正子**,遠矢　真知子*,柳池　定**,景川　耕宇*

1.はじめに

は　　　　　　　　　とインターフェイスを持つ図形処理パッケージである.その

ため　　　　のデータ変容,データセット管理.各SASプロシジャによる統計解析等の機能がそのま

ま利用でき,その後　　　　　　　にデータを渡して,それらを図表化し見易い形に編集して出力で

きる.さらに.統計解析結果等の図示ばかりでなく,等高線や立体図,地図などのデータ作成・変容

機能およびそれらの図示機能を持つので,これら図形の簡便な出力パッケージとしても使用できる.

新しいSASのレベル**では,従来,矩形格子上で定義されたデータの等高線や立体図しか描けなか

ったのが,ランダムに分布しているデータに対しても描けるような機能が追加された　　　参照)・

2では・ Sヰ　　　　概説として・グロ-パルステートメント・および

の各プロシジャについて述べる. 3では　　　　　　　　による図

形をグラフィック端末や日本語ラインプリンタ　　　　に出力する方法について述べる.

なお,付表1に　　　　　　　のプロシジャー覧を掲げた.

2・ SA　　　　　　帽説

2.1　グローバルステートメント

グローバルステートメントは　　　　　　　の環境を設定するために用いられる・これらの_Rテ
l

-トメントは,その名前が示すとおり　　　　プログラムのどこにあってもよい.それらのステートメ

ントは,次に対応するステートメントが現れるまで有効である.これらは,次の4種に分けられる・

ステートメント-・・.図形のトップマージンあるいはボトムマージンにタ

イトルを出力する.

ステートメント　　プロットの各点における図形記号,それらを結ぶ線種,および平

滑化(スムージング)の方法などを指定する.

ステ-トメント　　領域を塗りつぶすための種々のパターンを指定する・

ステートメント---図形出力装置,ボーレイト　　　　　　　などを指定する・

00TNOTEステートメント

これらのステートメントの形式を以下に示す.

オプション　テキスト・・-・---;

*　　九州大学大型計算機センター　研究開発部

**　　　　　　　同　　　　　　　　業務掛

のレベル　　のこと.本稿が出る時点までには使えるようになっている見込.

なお,この新レベルについては,第5回「SASコーザーズグル-プ」で配布した資料にふれられ
ている.
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解　　　　説

FOO　　　　　　　　　　オプション　テキスト　　-・・;

ここで, nは,何行目に出力するかを示し,指定できる範囲は1から10までである・オプション

は,その直後のテキストに対する作用を示し,字体　　　　　　　文字サイズ.そろえ方

などの指定が可能である.オプションとテキストの対は,何度現れてもよい・以下にオプ

ションの指定について述べる.

.C-オプション　　カラーディスプレイ装置*などの場合に色を指定する

などと指定する.

F-オプション　　字体を指定する. 20種類用意されている

などと指定する(例1参照のこと.詳細は,マニュアル[4]の

1を参照).省略値は　　　　　　　　　である.なお,付録1に字体の例を掲げ

た.

.H-オプション-・・・文字サイズを指定する　　　　　　　　　　などと指定する・.省略値は,

TIT工一Elの場合だけ　　　　　あとはすべて　　　　である(例1参照のこと)・

.J-オプション-・-タイトルのそろえ方を指定する. C(中央揃え　　　　右揃え　　　　左揃え)

の3つが指定できる　　　　　　　　　などと指定する.省略値は　　　　であ

る.

これら以外の　　　　　　　　の各オプションについては,マニュアル　　　　を参照されたい・

例1.種々の字体.文字サイズでテキストを出力した例.このように,ほとんど任意の字体,文字サ

イズで出力.できるので・ポスターなどの展示物のレタリング・スライドの作成などにも利用でき

る.

エDE ∫

エ　　　　　　　　　　　　　エ

エ　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　工

エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エJ　,I

エ　　　　　　　　エTALエ

し

エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工TALエ

エ　　　　　　　　　/

00090　　RUN　}

・ (9

@

Qの　　　　プロシジャは,テキストを表示するもので.この中で　　　　　　　　　　ステート

メントが使用できる. ㊥以下で,種々の字体,文字サイズで, 7行のテキストを出力することを定義

した.図1に..出力結果を示す.

・本センター2階のテクトロニクス端末　　　　端末では,このカラーの機能は使用できない・
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の使用について

ABCDEFGHIJKLMNOP !?*&%#+-

HQC)◇e車載○細§†f
AB宵989盟
AB CDEF GHIJ

A軍艦国正∬鴫軍功∂
AB≡　　　缶0工　　　　旺缶e

『

図　　　　工一Eステートメントによるテキストの出力例

OLステートメント

このステートメントの形式を以下に示す.このステートメントは,現在GP工一OTプロシジャに対し

てしか使用できない.

○　　　　　　　　オプション　,

ここで, nは,各プロットの図形記号,線種,平滑化の方法などの区別において何番目のプロット

に対応するかを示し,指定できる範囲は1から2 4までである.以下に対応の仕方を示す(PI-OTス

テートメントについては,後述2.3参照)

闇　は　川　　　柳H n革E:岨　　　　副　　印上　り　冗Lnl岬旧け肘iI　と

.e個のグラフを1つの図上に描くが,この時　　　　　　のグラフに対して　　　　　　の指定が対

応する　　　　　　　例2参照のこと　　　　　　一AYは,すべてのグラフを1つの図に重ね合わ

せるオプションである.

ii) PLOT Yl*X1-2　Y2*Ⅹ2-1　/　OVERLAY;

のグラフは　　　　一2の指定　　　　　　のグラフは　　　　工一1の指定というように,

等号( -)の右辺の数字nと　　　　工一nが対応する.

iii) PLOT WEIGHT *IJEIGHT-SEX ;

一　　　　　　一　　　　　　　一US;

SYMBOL2　　C-RED V-STAR ;

変数SEXの値は, ▼F▼と▼M▼の2つの値をとるとする.このように,この3番目の変数は,舵

散的な変量でなければならない.変数　　　　　と　　　　　の散布図　　　　　　　　において,

▼F▼の値をとるものは,青の十や, ▼M▼の値をとるものは,赤の事でプロットされる.すなわち.

3番目の変数の各値に対応して　　　工. nが項に対応する.

次に,オプションの指定について述べる.
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解　　　　説

C-オプション・・--一色を指定する.

Ⅴ-オプション--・-プロットの各点における図形記号を指定する.値としては, AからWまでの

英字, Oから9までの数字および3 1種類の特殊記号(例2参照のこと.詳細は,マ

ニュアル[4]の　　　参照)が指定できる.なお.付録2に特殊記号に対する図形

記号を掲げた.

L-オプション　--プロットの線種を指定する. 32種類用意されており, 1から32までの数

字で指定する(例2参照のこと.詳細は,マニュアル[4]の　　　参照).省暗値

は　　　　実線)である.なお,付録3に線種の例を掲げた.

I-オプション-I--プロットの各点を結ぶ仕方および平滑化　　　　　　　の方法を指定する.

指定の仕方を以下に述べる.

----各点は結ばない.

一一-各点を直線で結ぶ.

一一各点を1次, 2次, 3次の回帰によるあてはめ(最小二乗近似)によ

り平滑化して結ぶ.各点は,必ずしもあてはめの曲線上にのるとは限らな

い.また,信頼限界　　　　　　　　　　　　の線を付加することも可能で

ある.

RXXXXXXX

・・--1次近似　Y-β。寸βl X

・・-・・2次　　　　　β。 +βI X+β2　Ⅹ2

次　　　　　β。 」β　　　　　　　寸β3　Ⅹ3

---以上でβ。-0とする時

---個々の期待値に対する信頼限界の線を引く

・・--平均値に対する信頼限界の線を引く

・・--信頼度のレベル.省略値は9 5である.

例

次回帰によるあてはめを行い,個々の期待値に対して　　　の信頼

限界の線を引く.

一0----原点を通る1次回帰によるあてはめを行う.

一　　　---3次のスプライン　　　　　補間により平滑化して各点を結ぶ・各点は,

必ずあてはめの曲線上にのる.

一・・・一各点からⅩ軸上　　　　の線上)-縦線を引く.

その他の指定については,マニュアル[4 ]を参照されたい.

例2.種々の図形記号,線種の出力例.

九州大学大型計算機センター広報
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の使用について

00010　DATA ;

00020　　DO XI

OOO30　　　　　Yl

00040　　　0UTPUT

ooo50　　DO X2　=

00060　　　　Y2　=

00070　　　0UTPUT

00200　　DO X7　=

00210　　　　　Y7　=

〕
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00230　PROC GPLOT ;

事　　　　　　　　　　♯×4

/

エ　　　　LE ;

80し　　　　　　　エ=JOエN ;

エ=JOエ

4　V=Dエ　　　　　エ=JOエ

L LE　エ=JOエ

工=JO工

00320　　　SYMBOL7　V=X　3

00330　RUN ;

ので　　　　　プロシジャを呼出し, 7個のグラフを1つの図上に重ね合せて描くことにした.

㊥で,種々の図形記号と線種を定義した.図2に,出力結果を示す.

0　　　　1　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6　　　　　7　　　　　8　　　　　9　　　10

X)

図　　　　　　工一ステートメントによる図形記号,線種の出力例
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解　　　　説

ステ-.トメント

このステートメントの形式を以下に示す.このステートメントは, GC打　　　　　　　I

GP1-OTの各プロシジャに対してしか使用できない・

「n]　オプション　,

ここで, nは,塗りつぶす領域の色とパターンの区別において何番目の頚城に対応するかを示し・

指定できる範囲は1から2 4までである.対応の仕方については　　　　　　の項を参照されたい・

以下にオプションの指定について述べる.

C-オプション-・・--色を指定する.

Ⅴ-オプション・・・-・・・領域を塗りつぶすためのパターンを指定する　　　　　では,例3に示す

1 7種類のパターンが指定できる　　　　　　　　　　　　　では・例3のⅤ-

と　　　　　　　　　　の形が指定できる・

MXXXXX

淡　壌

-・・・塗りつぶす時の濃さ

i

-・・・クロスハッチで措く

・-・・・クロスハッチでなく平行線で描く

n n n　　　-・・・描く線の角度

なお,この　　　　　の形は,ある曲線で囲まれた穎域を塗りつぶす時に　　　　　ステートメ

ントのI-オプションに指定することもできる　　　の例15参照)

例3.種々のパターンの出力例

00010　DATA ∫

I aa　3

00030　　CARDS　′

00040　　　A a C D E F G H I J K L M N 0 P a

OOO50　PROC GCHART ∫

00060

00070

00080

00090

00100

00110

00120

00130

00140

/

PATTERNI V=Xl j

.PATTERN2　　V=X2　3

PATTERN3　　V=X3　j

PATTERN4　　V=X4　3

PATTERN5　　V=X5　j

PATTERN5　　V=Ll　}

PATTEFm7　V=L2　j
PATTERN8　　V=L3　}

00150　　　PATTERN9

00160　　　PATTERNIO

OO170　　　PATTERNll

OOl80　　　PATTERNl2

00190　　　PATTERN13

00200　　　PATTERN14

00210　　　PATTERNl5

00220　　　PATTERN16

00230　　　PATTERNl7

00240　　RUN r'

九州大学大型計算挽センター広報
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V=L4　7

V=L5　}

V=Rl メ

V=R2　}

V=R3 ,I

V=R4 /'

V=R5　7

V=S メ

V=E　　∫
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の使用について

Oで　　　　　プロシジャを呼出し,変数　　　　について垂直棒グラフを描くことにした.こ

の時　　　　　　　オプションにより　　　　　の値のサブセット毎に各樺を細分することにした

が,この場合,変数　　　　の各値が頻度1なので各棒は細分されない　　　　　　　参照).代

りに,各棒に対して㊤で定義された各　　　　　ステートメントが対応するA:うな対応付けとなる.

図3に出力結果を示す.

FREOUENCY

し

CしnSS

図　　　　　　　　ステートメントによるパターンの出力例

ONSステートメント

このステートメントの形式を以下に示す.

GOPTIO　　　　　　　　装置名[BAUD-ボーレイト][オプション] ;

装置名・・-・・使用している図形出力装置名を指定する.メーカーの略名3文字

社の場合は例外で　　　と,その後に装置のモデル番号を書く.

例えば　　　　　　　　　　　　　　　　工一　　　などと指定する(詳細は,マニュアル

[4]の　　　　　　参照).この　　　　　　　や　　　　　　ステートメントなど

で装置名を指定していないと　　　　で使用している場合,装置名を答えるようプロン

プティングがなされる　　　参照).

ボーレイト一一・・・使用している装置のボーレイトを指定する.本センターの2階ター

ミナル室で使用している場合(あるいは　　　　　　　で使用時)は.この指定は不

要である.*

システム作成時にシステムオブシヲンの値として　　　　　　と指定しているため.

-373-
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解

オプションとしては,以下のものを挙げるにとどめる.

TEIl　　　一　　　　　　　　　--　　　　　　　　の図形を図形出力装置でなくデータセ

ットに出力する時に　　　　　　　と指定する　　　に出力する時は,この指定

が必要になる　　　参照)

プロシジャ

ブ。シジャは,統計解析結果を棒グラフ.円グラフ,ブロックチャート,スターチャー

トで図示するために用いる.以下に形式を示す.

PRO A　　　　　　　　　　　データセット名

SASデータセット名] ;

データセット名--　　　　　プロシジャによる出力をデータセットに保存す

る場合に指定する.これは,後で　　　　一AYプロシジャにより再表示できる.

このプロシジャに続けて,各グラフの種類を定義する以下のステートメントを指定する.これらは

複数個指定してもよい.

i)縦向きの棒グラフ(垂直パーチャート)の作成

変数名-　[/オプション]

ii)横向きの棒グラフ(水平バーチャート)の作成

変数名　　　　　オプション] ,

円グラフ(パイチャート)の作成

PIE　　　変数名-　　[/オプション] ,

iv)ブロックチャートの作成

BLOCK　変数名・-　　[/オプション] ,

V)スターチャートの作成

変数名-　　[/オプション]

は,ほとんどの処理を自動的に行うため,オプションの指定をせずともよいが,描

定して更に柔軟な処理を要求することもできる.以下に,上記5種のグラフに共通なオプションにつ

いて述べるが,各グラフ特有のオプションについては各使用例の所で述べる(オプションの詳細は,

マニュアル[4]参照).

・図示する量

オプション--値として,以下のいずれかを指定する.

--度数分布図(棒グラフの場合は　　　　　　を作成する・これが省

九州大学大型計算概センター広報
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の使用について

略値である.

一一累積度数分布図を作成する・

--・-・--相対度数分布図　　　　　ではなく　　　　　　を作成する・

-・・・-累積の相対度数分布図を作成する・

----図示する童として合計値をとる.次の　　　　　オプションと

共に用いる.

-・・--図示する量として平均値をとる.次の　　　　　　オプションと

共に用いる.

オプション一一図示する量として合計値または平均値をとる時,その合計または

平均を計算する変数名を指定する　　　　　　オプション指定時

は　　　　　　　　が省略値となる(例7参照)

例

工一ES　;

各部局　　　　　の売上高( SA工一ES )の合計が,各棒の値を表す・

1 )垂直棒グラフ

例4_

00100　DATA SASl7

00200　1NFILE INj
¥ 1-'　　　　¥　　　　　　¥

00400　RUN7

02200　PROC GCHART,I

02300　　TITLEI SAS/GRAPH BAR CHART eVBAR) /I

/

02500

02600

02700

02800

02900

03000

PATT V=EJ

PATTERN2　V=Ll}

PATTERN3　V=X4}

PAT　　　　4

PATTERN5　V=Sj

RUNZ

③

①で, 4つの変数　　　　　　　　　　　　　を持つ素データセットを入力し　　　データ

セット　　　を作成した. ㊥で　　　　についての垂直棒グラフの作成を指示したが・この時

ォプションにより,各棒を　　　　の値により細分して図示することにした・ ④

で　　　　　の各値に対応して　　　　　ステートメントで′くターンを指定した・このように

オプション指定時は,そこに指定した変数の各値のサブセットに1つずつ

RNステートメントが対応する.この時,④のステートメントをすべて省略してもよい・その時には

の各値のサブセットに対して,パターンの省略値が各々対応づけられて出力される・出力

結果を図4に示す.
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解　　　　説

SAS/GRAPH BAR CHART (VBAR)

L.ECE L ⊂===コ

」 RJE

)962　　　　　　　　　1957

YERR

L＼＼＼

--ll TSS

EZSig NINET

図　　　　　　プロシジャ　　　　　による垂直棒グラフ　　　　　　　　オプション)

例5.

01000　PROC GCHARTj

エTL　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　く

/

01300 RUN}

例41のデータについて,変数　　　　についての垂直棒グラフを　　　　　　　　　オプション

により各棒をSEXの値により細分するが,更に　　　　　オプションの指定により　　　　　につ

いて並列　　　　　　　　　に表示する.この時　　　　　　　　　オプションで指定したSEXの

値のサブセットに対して,何も　　　　　　ステートメントを定義していないので,省略値のパター

ンがとられている.出力結果を図5に示す.

2)水平棒グラフ

例6.

03600　PROC GCHART;

エTL　　　　/

03800　HBAR YEAR/SUBGROUP=CLASS;
03900

04000

04100

04200

04300

04400

PATTERNI V=EJ

PATTERN2　V=Ll;

PATTERN3　V=X4l'

PATTERN4　V=R3;

PATTERN5　V=SJ

RUNj

例4のデータについて,例4と同じことを水平棒グラフの指定　　　　　に対して行ったものであ

る.この場合は,右側の余白に統計値も出力される.出力結果を図6に示す・
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AR)

3jTE.:_"__. :3{= __.___. =:3:
a F N

∩ I I

T a N

C E

H T

氏 I　　　　　　8　　　　F

J S ∩ I

E S T　　　　8

C

H

R T

J S

E ら CLRSS

卜　　　　　　　　　　」　　ト-　　　　→

LEGE抑SEX　　　　匹至ヨF　　図M

図　　　　　　　プロシジャ　　　　　による垂直棒グラフ　　　　　オプション)

SAS/GRAPH BAR CHART (HBAR)

CtnSS

FREO Curl.　　　PERCENT

FR〔0

2046　　　　　2046　　　　　　42.32

2789　　　　　4835　　　　　57.68

Z OOO　　　　　　　2000　　　　　　　　3000

FREOUENCY

＼

旺:ZZコ

L′帆

CUM.

PERCENT

42.32

JOロ.00

図　　　　　　　プロシジャ　　　　　による水平棒グラフ　　　　　　　　オプション)
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解　　　　説

例7.

08600　DATA SAS27

エNFエLE　工NFJ

エ　　　　　　　　I　　　　　　　　　¥　　　　　　　　¥　　　　　　　　　　　　　　7

08900

09000

09100

09200

09300

09400

09500

09500

09700

09800

09900

10000

PROC PRINTj

R〕NJ

PROC GCHART,'

Tエ丁　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　)メ

TITLE2　　　***　SUMVAR　**tf'

/

V=EJ

PATTERN2　V=Llj

PATTERN3　V=X4j

PATTERN4　V=R3J

PATTERN5　V=Sj

RUNJ

・--・③

(Dで. 4つの変数を持つ素データセットを入力し　　　　データセット　　　　を作成した. ㊥で,

についての水平棒グラフの作成を指示したが,この時　　　　　　　　オプションにC工一A

SSを指定して,その値毎に各棒を細分することにした.図示される量は　　　　　　　オプション

により.各C工一ASS毎の　　　　の合計値である. CI-ASSの各値に対して, ㊥で定義した′1タ

ーンがとられる.出力結果を図7に示す.前述したように㊥をすべて省略しても.省略値のパターン

により出力される.

SAS/GRAPH BAR CHART (HBAR)
IIHlt SUMyRR tJh

FRE【l COUNT SUM

600　　　　　　1200　　　　　　1800　　　　　　2100　　　　　　3000

LE

COUNT SUM

I I BOTCH

J RJE

L＼＼＼

TSS

10　　　　　2046.000

10　　　　　2789.000

hm NINET

図　　　　　　　　プロシジャ　　　　　　による水平棒グラフ　　　　　　　オプション)

3)円グラフ

例8.

06300　PROC GCHART;

冗　　　　　　　　吏q匡RU盲I mi≠　N朋伯山日

工　　　　　　/Fエ

06600　RUN;

例4のデータについて,変数　　　　についての円グラフの作成を指示した.この場合

オプションを指定でき,値としてⅩ(各部分をクロスハッチで塗りつぶす)と　　　　　各部分を

一様な色で塗りつぶす)の指定が可能である　　　　　　オプションを指定しないと,各部分は塗り

つぶされずに残される.部分分けが難しいほど少ないデータに対しては　　　　　　としてまとめら

九州大学大型計算機センター広報
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SAS/GRAPH PIE CHART
nsS

れる.図8に出力結果を示す.

図　　　　　　　　プロシジャ　　　　　による円グラフ(F工LI一オプション)

4)ブロックチャート

例9.

04　　　　　　　　　　　　丁;

エ　　　　　　/

04　　　　　　　　　　　　　/

04800

04900

05000

05100

05200

05300

PATT

PATTERN2　V=Ll}

jUnnj感且Bj m←

PATTERN4　V=R37

PATTEFm5　V=S;
RUN;

例4のデータについて　　　　についてのブロックチャートを　　　　　　　　　オプションで指

定した　　　　の値により細分するが,更に　　　　　オプションで指定した　　　tの値につい

て並べる.すなわち,図9に示すように　　　　の値(横方向)と　　　tの値(縦方向)の区分毎

に, C工一ASSの値が細分されて表示される.

-379-
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SAS/GRAPH BLOCK CHART

【　　　　し

LEGE LRSS

F ∩

SEX

t l BFLTCH

l′′′」 RJE

L＼＼＼

」___コ日的

ゝ′、′-】

図　　　　　　　プロシジャ　　　　　　によるブロックチャート

5)スターチャート

例10.

07100　PROC GCHART;

07200　TITLE SAS/GFuPH STAR CHART;
07300　STAR CLASS;

07400　RUNZ

例4のデータについて,例8と同じことをスタ-チャートの指定　　　　　に対して行った.この

場合も　　　一-オプションを指定できるが,指定しなかったため図1 0のように出力された.

九州大学大型計算機センター広報
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SAS/GRAPH STAR CHART
Y

FlB

lS60

図　　　　　　　　　プロシジャ　　　　　　によるスターチャート

プロシジャ

GPhOTプロシジャは,折線グラフ.散布図など,ある変数に対して他の変数をプロットするため

に用いる.以下に形式を示す.

PRO　　　　　　　　　　　　　　　データセット名] [GOUT-

SASデータセット名]

オプションは　　　と同じことである.このプロシジャに続けて必ず次のステートメン

トを指定する.これらは複数個指定してもよい.

PLOT　縦軸の変数名*横軸の変数名　[/オプション]

プロットの図形記号.線種等については　　　　を参照されたい.また,オプションの詳細は.マ

ニュアル[4]を参照のこと.

例1 1.散布図の作成

00010　DATA ;

工LE　エNく

エ

00040　　RUN ;

工　　　)くAMPLE 1 ;

00070

00080

00090

00100

00110

00120

PROC GPLOT ∫

PLOT Y*X ;

LABEL Y=RESPONSE

LABEL X=TIME ;

SYMBOLI V=STAR ;

R〕N ∫

-381-
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Qで,変数X, Yを持つ素データセットを入力した・ ㊥で,縦軸にY・横軸にXをとってプロット

することを指示した　　　の　　　の　　　　ステートメントで各変数にラベルを付加したため,

出力にはそれが用いられる　　　　　ステートメントにより,各プロットには星印が出力される・

出力結果を図1 1に示す.

EXAMPLE 1

0　　1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　10

TlrtE

図　　　　工一OTプロシジャによる散布図
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Z
 
ち
 
L
J
・
)

例12.折線グラフの作成

工T

OOO70　PROC (iPLOT ;

00080

00090

00100

00110

00120

PLOT Y*X I.

LABEL Y--RESPONSE ;

LABEL X=TIME ;

王=JO王

RUN ∫

例1 1と同じデータについて.折線グラフを作成した・図1 2に出力結果を示す・
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EXAMPLE 1

1

T(rIE

図　　　　　　プtjシジャによる折線グラフ

例13.

00050　TITLE EXAMPLE 1 ;
00070

00080

00090

00100

00110

00120

PROC GPLOT ;

PLOT Y*X ;

LABEL Y=RESPONSE ,'

L X=TエME j

SYMBOLI I=SPLINE V=STAR　7

RUN Z

例日と同じデータについて,スプライン禰間により平滑化して各プロットを結んだ・図1 3に

出力結果を示す.
EXAMPLE 1

2.00

1.75

l.50

1.25

I.00

0.75

0.50

0　　　1　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　10

TIM【

図　　　　工一OTプロシジャによるプロット(スプライン補間)
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例14.

00050

00070

00080

00090

00100

00110

00120

T工

LOT ∫

tX　7

LABEL Y=RESPONSE Z

LABEL

SYMBOLl l=RCCLM95　V=STAR

RUN j

例1 1と同じデータについて, 3次の回帰によるあてはめ(最小二乗近似)の曲線を描いた.同時

に,平均値に対する9 5%の信頼限界の線を付加することも指定した.図1`4に出力結果を示す.め

てはめの曲線は実線で,信頼限界の線は破線で示されている.

EXAMPLE 1

5　　　　　　　　02　　　　　　　　0

氏

 

L

J

I

J

 

5

 

d

L

.

0

 

I

 

S

 

L

L

l

了

TLrlE

図　　　　　　　プロシジャによるプロット( 3次の回帰によるあてはめ)

例15.

00010　DATA ;

00020　　DO X=O TO　5　BY 0.05 ;

00030

00040

00050

00060

00070

00080

00090

00100

Y=-X*暮　　　×-5　7

OUTPUT ;

END ;

DO X=5　TO 0 BY　-0.05　3

Y=X事

OUTPUT ∫

END ∫

RUN ∫

工

00130　PROC GPLOT Z
0014

00150　　SYMBOLl l=M2NO60 ;

00160　　RUN l'

2つの2次曲線で囲まれた額域を　　　　　　ステ・・トメントで指定しているように濃さ2,角

度6 00の平行線で塗りつぶす　　　参照).図1 5に潮力結果を示す・'
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EXAMPLE　2

It).0

7.5

5.0

2.5

0.0

・Z.S

-ち.0

】

X

l

図1岳　　　　'プ占シジャ書とよるプロット

ONTOURプロシジャ

ブロ　ジャは・等高線作図のた桝こ用いる・等高線のレベルとし　　　　個まで描

くことができる.Z以下に形式を示す.

○　　　　　　　　　　　データセット名

sAS一デニタセット名]

このプロシジャに続けて必ず次のステートメントを指定する.これらは複数個指定してもよい.

PLOT　縦軸の変数名*横軸の変数名-垂直軸の変数名　[/オプション] ,

このプロシジ†は,矩形格子上で定義された2変数関数　　　　　　の等高線を描くものであ

るから,平面上のランダムな点で定義されたデータについては　　　を参照されたい.以下にオプシ

ョンの幾つかを挙げる.

--・・----軸と軸のラベル.を描きたくない樽指定する.

NOI。　　　　--・--等高線のレベルと線種を示す凡例　　　　　をプロットの下部に出力

したくない時指定する.

オプション・・・・-等高線のレベルを示す値のリストを指定する.指定の仕方を以

下に示す.

-　　　　本のレベル

-一一　　　-・・--1 1本のレベル

-385 -
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このオプションを省略すると　　　　　　　　　　が自動的に7本のレベル( 5番目のパー

セント点から始まって1 5番目ごとに95番目のパーセント点まで)を選択するが,少し

変動の激しいデータに対しては不十分であることも多い.

例16・関数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　の等

高線

00010　DATA　7

00020　　DO Y=　-1 TO 1 BY 0.05　3

EE　　　　　　　　　　→

0001　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　◆　　　　　　　　　　　暮　　　　　　事

00050　　0UTPUT Z END　}　END ;

00050　PROC GCONTOUR ,I

00070　　PLOT Y*X=Z / LEVELS=　-0.25　TO 0.25　BY 0.0125　t'

エ　　　　　　　エTAL王

TNOT　　　　　　　エPT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41 }

00100　RUN j

出力結果を図1 6に示す.画面のスケーリング等も自動的に行われるので.作図部分が横に局平に

なってしまった・オプションに　　　　　　　を指定すれば, .tの点は解消される.

CONTOUR PLOT BY SAS/CluPH

C

?

絹

t

e

 

J

　

　

　

　

一

5

8

0

-

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

l

 

I

 

l

　

　

　

一

　

　

　

l

αよ　　　ム　-　41

図　　　　　　　　　　　プロシジャによる等高線作図
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の使用について

プロシジ.r

G3Dプロシジャは.立体図の作図のために用いる.以下に形式を示す・

Å　　　データセット名

sASデータセット名]

このプロシジャに続けて必ず次のステートメントを指定する.これらは複数個指定してもよい・

軸変数名*Ⅹ軸変数名-Z軸変数名[/オプション] ,

この時,座標系は右図のようにとられる.以下にオプション

の幾つかについて述べる.

TI工一T-　オプション--y軸のまわりの傾斜角をOo

の範囲で指定する.省略値は700

である.以下に指定の仕方を示す

TI LT-45

TI LT-30　45　60　75

TI LT-30　TO　75　BY　15 「
次の　　　　　　　オプションと対にさ

れる

オプション・・-・・Z軸のまわりの回転角を　　　　の範囲で指定する・省略値は

700である.指定の仕方は　　　一T-オプションと同じであり,複数個指定する

と, TI工一T-オプションで指定した値と最初から1つずつ対にされて複数個の立体

図を描く.

--立体図に軸と軸のラベルを描きたくない時指定する・

オプション・・--値として　　　　　のいずれかを指定する・省略値は3・

-・--Ⅹ軸に平行な線だけで描く

-一一y軸に平行な線だけで描く

---両軸に平行な線で描く

例17.

00010　DATA f'

00020　　DO Y=　-1　TO 1 BY　0..05　7

00030　　　DO X=　-1　TO 1 BY 0.05　7

◆0.5暮く　　　　)　　　　　　　×

00050　　0UTPUT　}　END j END　3

00060　PROC G3D　}

00070　　PLOT Y*X=Z Z

L　　　　　　　　　工　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/

工

J

例1 6と同じ関数の立体図を描いた・出力結果を図1 7に示す・
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:トD Iノl/　　　　　　　　　　　　　'

図　　　　　　プロシジャによる立体図の作図

ロシジ.T

プロシジャは.平面上にランダムに分布した点で定義された3次元データを.補間法

により.矩形格子点上で定義されるデータへ変換するた妙のものである. 1で述べたように,これは

の新しいレベル　　　で使用可能になった　　　　以下に形式を示す.

データセット名] oUT-

SASデータセット名

データセット名一一格子点の座標値とその点上の補間された値を格納するデータセ

ット名を指定する.これを.後で　　　　　　　　　　　プロシジャの入力として

用いればよい.

このプtjシジャに続けて必ず次のステートメントを指定する.

変数名1*変数名2-変数名3　[/オプション]

ここで,変数名1,変数名2は,補間前のランダム分布の点を表している変数名.変数名3は,そ

の点上で定義されている補間前の値を表す変数名である.以下にオプションについて述べる.詳細は,

文献⊂6コを参照されたい.

・補間法

省略値としては　　　　　秋間　借)の方法[7]を少し修正したものが採られる.指定す

れば.他に次の方法も使用できる.

九州大学大型計算機センター広報
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スプライン補間法による.省略値と比較して,少し大きなデータにな

ると時間がかかる欠点がある　　　点以上のデータに対しては使わない

方がよい.

工一---省略値とSPI- INEの中間位の結果を与える.

・補間の環境設定

オプション・・・-補間のための1 , 2次微係数計算のた桝こ使う最近接のデー

タの数を指定する.省略値は3である.

オプション--変数名1に対して使用される格子点座標の値を昇頓に指定

する. DO形仕様の指定も可.

オプション--変数名2に対して使用される格子点座標の値を昇頓に指定す

る. DO形仕様の指定も可.

例18.

00010　DATA G3GP ∫

00020　　DO I= 1 TO　80 l'

冗　　　　　　　　　→　　且上ihX盲

00040　　　　Y=　2*UNIFORM(0)-1 ;

くX事　　　　　　　　　　　　　　　　　　)事　　　　　×事暮　　　　　) ;

00060　　0UTPUT ; END ;

LOT ;
00080　　PLOT Y*X ,'

00090　　SYMBOLI V=STAR ;

UN ;

エ

エ　　　　　　　/ AX工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

00130　RUN ;

0014

00150　　PLOT Y*X=Z ,I

エ　　　　　　　　LT　エ　　　　　LATエ

00170　RUN ;

l

X

図1 8・平面上でランダムに分布した点の散布図
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①で.例16と同じ関数の値を,平面上(-1≦Ⅹ≦　　　≦y≦1)でランダムに80点定義

した. ㊥で.平面上のこれらの点の散布具合を見るために.星印でプロットした・その結果を図1 8

に示す.次に④で　　　　　プロシジャを呼出し, ①で定義した80点のランダムデータから・ Ⅹ

方向4 1胤Y方向4 1個の計　　個の格子点上データを　　　の方法により補間した・ ㊨

で.その補間したデータを入力し立体図を描いた.その出力結果を図1 9に示す(図1 7と比較対

照のこと).

Dl1　　　　　　　　号　　　　　　　　巨

図　　　　　　　プロシジャにより補間したデータを用いた立体図

の図形出力

3.1　グラフイヅク端末への出力

ここでは,本センター2階に設置してあるテクトロニクス端末　　　　端末を例として述べる.

ただし　　　　端末の場合,図形表示前にグラフィックモードに設定するため,次のコマンドを

入力しておく必要がある

も　　　　　　　　または

のプログラムの実行を,例えば以下のようにして開始する・

コマンドにより1ステートメントずつ入力して実行
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rLEL.LDY

Stn.S
王こ　　　　　1工

a I.

2?　inL)ut :: y ,I

3?　　C'

Ll.A) 1 2

5>　2　4

6>　3　6

7>　4　c

c>　5 10

9>　proc CjPlot ..

10?　plot y*x ;

11?　run ;
C i:V T二lTJ

tu::/_O10

で編集中の　　　　　　　のプログラムを,あたかもサブコマンドであるかのように

コマンドを入力して実行

READY

SASSET

*tSETSAS BEGIN**

**SETSAS END**

READY

TSTく　　　　L

E

L

00010　DATA ∫

00020　　DO X　=　-10　TO 10

OOO30　　DO Y　=　-10　TO 10

X*×/8　-　Y*Y

OOO50　1F Z　<　-4　THEN Z

工F Z　>　　ん

°

′

　

°

′

5

　

5

_

　

　

一

0

　

0

Y

 

Y

a

 

B

°
′
　
`
′

,

′

4

　

4

一

(
ノ
ー
l

　

〓

　

〓

/

J END

00080　PROC G3D ;

工TL　　　　　　　　　エNT ;

×　=　Z ∫

〕N ;

KEQ525001　END OF DATA SET

E

SASRUN

**SASRUN BEGIN**

**SAS BEGIN**

NOTE: SAS RELEASE　79.5　AT KYUSHU UNIVERSITY (01780).

工C, N

TEK4010

3)上述2)の　　　　　　　プログラムを前もって割当てておき　　　または　　　　　コマ

ンドの　　　　　　オペランドを指定して実行

READY

ALLOC F(lNSAS) DA(SASGTST.DATA(63DSDL)) SH REU

R【ADY

く　　　　エN=エ

エ　　　　エ

PLEASE ENTER THE DEVICE NAME . . .

TEK4010
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解　　　　説

この時,上記下線部のように装置名を答えるようプロンプティングしてくるので

(あるいは　　　　　　でもよい)と応答する.

この手間を省くためには,次のいずれかで前もって装置名を指示しておけばよい.

丁プログラムの中に.次の　　　　　　または　　　　　　ステートメントを

挿入しておく.

工　　　　エ　　　　　　　　　または

または　　　　　　コマンドの　　　　　　　オペランドに指定する.

く　　エ　　　　　　　　　または　　　　　　　　　　エ　　　　　')

3.2　日本語ラインプリンタ　　　　　への出力

で述べたように　　　　出力に際して,図形を図形出力装置ではなくデータセットに出力し

ておく必要があるた桝こ　　　　　　　　　　プログラム中に次のステートメントを挿入しておかなけ

ればならない.

GOPT10NS DEVICE=TEK4010　NOTERMINAL ;

あとは　　　と同じように　　　　　　　　プログラムを実行させるが,この時,図形データセッ

ト(噸データセット)の指定のために次のようにオペランドを指定する.以下の例では,図形データ

セット名を　　　　　　　　　　とした.

または　　　　　　　く

この図形データセットから　　　へ図形を出力するために　　　　　　　コマンドが用意されている

このコマンドの中のデータ変換プログラムは,名大大型計算機センタ-で開発されたものを

本センターに移植したものである.

1 )入力形式

2)機　　能

により作成した図形データセットを入力し,図形をNLPに出力する.

3)オペランドの説明

データセット名　　　　または　　　　　　コマンドでGオペランドを指定して作成した図形

データセット名を指定する.

データセット名) :図形出力制御のための図形制御カード　　　　用)

を　　　　データセットして指定する. *を指定すると.端末から図形制御

九州大学大型計算挽センター広報
Vo o -醗監埠‥



の使用について

カードを入力できる.

例19.

READY

くエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー) SH

READY

SAS OP(lSYSIN=lNSASl) G(SASGH.DATA)

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エVERSエTY　く

エ　　′　　　　　　　′　　　　　′

READY

SASNLP SASGH・DATA S(NFM.DATA(SASNLP))
***　SASNLP START　***

**　OPT10NS ? <Y OR N>
00260 ?

Y

H　　　　　　　　　　　　　く

00340 ?

1 1

工ZE (ズ) ?

00380 ?

80

***　NO. OF GRAPH　=　1 ***

***　BLOCK COUNT　=　27　***

***　NPLOT START　***

事**　NORMAL END t*t

L

READY

①

②

・・ @

- ・ @

(Dで　　　　　　コマンドを呼出した.この時, ㊥のように　　　　　のオブシヲンを使用する

かどうか聞いてくる.通常は使用しない(N)と答えればよい.使用する(Y)と答えると,まず,

④のようにⅩ方向, Y方向の大きさの比をたずねてくる.次に. ④のように,現在の大きさを100

と'したスケーリングフTクターをたずねてくる.これらのオプションは,図形制御カードのパラメ

ータはそのままにして実行時に一時的に大きさの比や尺度を変更したい時使用すれば便利である. *

で始まる行は　　　　工一Pコマンドからのメッセージである.以下に, Oの　　　　オペランドで

指定した図形制御カードの例を示す.これを標準と考えてよい.

READY

L NFMく　　　LP)

く　　　LP)

′H′　　　　　′

00020　書　END

KEQ528021　END OF DATA

4.おありに

以上述べてきたように　　　　　　　　　では,ほとんどの処理において省略値が完備しており処

理が自動的に行われるので,等高線や立体図.地図などの複雑な図形出力も1 0数行q)プログラムで

すますことができる.また,それらの省略値を変更したい場合には,そのためのオプションも豊富に備

えられている.

最後に　　　　　一Pコマンド中のデータ変換プログラムの移植にあたり,お性話になった名大大型

計算機センターの浦部　達夫氏,粟野　宵杜氏および作成者の福田　典正氏,細川　雪文氏に感謝し

ます.
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解　　　　説
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の使用について

付録　　　　　　　　　で使用<きる字体.英大文字A～Zに対応するもののみ載せた.

SIMPLEX

DUPLEX

COMPLEX

TRIPLEX

SCRIPT

CSCRIPT

I TALI C

TITALIC

GITALIC

OLDENG

GERMAN

GREEK

CGREEK

CYILLIC

SPECIAL

MA TH

CARTOG

FG川　　　　　　　　　TUVWXYZ

ABCDEFGHfJKLMNOPQRSTUVWXYZ

l用　　　　く　　　　　　　　　Ll

」　　　⊃

・d βccβeFb淵

J4B留　　　兇ア

AB CDEF GHIJKLMNOPQR S TUVWXYZ

AB CDEF GHZJKLMNOPQR S TUVWXYZ

lO Hj上し二旺茸Lくr了jC)(二　　百　　　∇

Å鋤国正銅萌』循召曲射卵哩柏葛掴瑚瑚Z

2rB任か世辞㊧㊥　　釈gtD即急訳◎笠u捌B瑚3
AB三△E¢「　　∧MNOnOP[TT▽0×中Z

AB≡△　　　　　　　　　　∑TT∇OXやZ

AB朋E◎
HO C)◇令車載Oか触★§す‡

旺∠∴()士干÷≠…≦≧∝～

r・l卜辛杜帥叫二t.里　)「~ lR

it:-・:I i:t露is
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解　　　　説

付録　　　　　　　　　　で使用できる図形記号

入力　　出力

z z

Y Y

♯

工一E　△

工)　◇

□

STAR　　　*

×　　　　　×

P工一US　　　十

Jrnu

&
苧
¥
#
W
欄hHllHHHL
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D

O

 

E

Z

入力　　出力

,
.
　
　
ヽ
/
　
′
ヽ
　
　
?
.

′

♂

C

E!

I

I(コンマ)も

く　　　　　　b

・(ピリオド)1

>　　　　　♂

十　　　　　◎

9　　　　　0

-(マイナR)D

t
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